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ヴ ォイス トレーニ ングの授業 か らの一考察
ガハプカ　奈美
(初等教育学科准教授)
はじめに
　今 日ほど人と人 との自然なふれあいが少なく,
大いに求められる時代 はないのではないだろう
か。不安定な教育,社 会環境で育ち大人になっ
てゆ く子 どもたちの教育現場では,こ れまで考
えられなかったような異常なクラス運営の兆候
が現れ,「 クラス崩壊」などとい う言葉 をよ く
耳にする。
　 しか し,こ のような現象は教育方針やクラス
運営を変化 させたからといって急激に無 くなっ
てい く。 という簡単な問題ではなく,子 どもの
頃か ら長い時間をかけて育 まれるべ きコミュ
ニケーション能力の低下が大きな一因といえよ
う。コミュニケーション能力の低下は,メ ディ
アの発達,携 帯電話の急激な普及のよ り,人 と
人とのつなが りや会話をする機会が激減 して し
まったことが背景にあると考えられる。
　 コミュニケーションの力を大いに発揮できる
のが 「声」 を使った 「話す こと」ではないだろ
うか。「話す こと」 は人の最 も身近な自己表現
の方法であ り,自 己表現することで人 と人との
つなが りができ,そ こには 「会話」が生まれる。
しか し,人 が自然なコミュニケーションを図る
方法 として最も多 く用いる 「会話」,「声」につ
いて考え,感 じる時間が教育課程の中でほとん
どなされていないのが現実である。
　 これから教育に携 わっていこうとする者 自身
が積極的に母国語 に目を向け,耳 を傾け,本 来
の自分の声で美 しく発音 し,授 業の中できちん
とした発音で指導することが大変重要である。
教師 という職業に就 くものにとって,は っきり
とした発音と分か りやすい話し方は重要な基礎
技術であると筆者は考 える。教師が,何 か大切
な事柄を述べているのにも関わらずそれを聴 く
者(生 徒 ・児童)に 伝わ らなくては,言 葉の意
味は無いのである。
　現在,教 育課程を持 ち合わせているどれだけ
の大学,専 攻で日本語発音の訓練がなされてい
るだろうか。先に,教 師にとって話 し方は重要
な基礎技術だ と述べたが,大 変重要にも関わら
ず,日 本語の発音 ・発声訓練(ヴ ォイス トレー
ニ ング)が 必須科 目となっていないのは大変疑
問である。
　本稿では,以 上のように,日 本語による発音
指導の目的 と指導の必要性について問題がある
ことを受けとめた上で,2008年 か ら筆者の担当
する 「ヴォイス トレーニング」の授業について
実践内容とその効果について分析 し,今 後の可
能性を探 ることを目的とする。
1.ヴ ォイス トレーニングの課題
　本授業は,発 達教育学部音楽教育学専攻の学
生を対象に選択科 目として始められた。
　これまでは,声 楽などの授業内のみで歌唱を
伴った発音,ま たは,外 国語の発音を発音が難
しく出来にくい場合 にのみ,「 この発音をもう
少 しはっき り。」などといずれ も歌唱指導の域
を出ぬまま指導が行われていた。それでは,履
修生の多 くは 「歌唱時のみの注意である。」 と
しか思わず,普 段生活する際の声,も しくは,
実際自分が教師になった場合,ど のような 「声」
で授業を行 うのか,生 徒が 「声」の トラブルを
抱えた時,ど のように指導 を行 うのか。または,
変声期の生徒 にどのように指導 したらよいのか。
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など考えられないのである。
　わか りきったことであるが,世 界中のどの原
語を取 り上げても,『母国語の 「声」を出すこと』
を本で学んでいる国はないであろう。例えば,
コミュニケーションのとり方は本を読めば上手
に出来るようになるだろうか。また,ス ピーチ
は本を読めばす ぐに魅力的に出来るようになる
だろうか。恐 らく,そ れな りに トレーニングを
積 まなければ,ど うしても緊張してしまい 「声」
が上手 く操れなくなってしまうであろう。 しか
し,多 くの人は 「自分はあが り症だから」「仕
方のないこと」などとあきらめてしまい,声 の
トレーニングに対 してあまり重要性 を感 じず,
ヴォイス トレーニングなど不要であると無意識
に思っていることが多い。 しか し母国語にこそ
特 にきちんとした方向性を持った指導が必要だ
と筆者は考える。
　 そこで,ま ず 自分の声 を正確に知 り,「声」
についての知識 を深めるために,ヴ ォイス ト
レーニングが必要であると考え,授 業を開始 し
た。 もちろん音楽教育学専攻の学生達は音楽の
専門知識をつけるために,声 楽や ピアノ,ソ ル
フェージュ,音 楽理論など様々な講義を必修科
目として履修 をしている。 しか し,そ れらを応
用 し,将 来 自らの授業に生か してい くには,や
はり声 に対す る高い知識と,コ ミュニケーショ
ン能力を身につけておかねばならない。
　 これまでに3セ メスター授業 を行ったが,履
修生数は次の通 りである。
・2008年度(前 期)一 大音3回 生
　　　　　　　　　　37人 中22人(59%)
・2008年度(後 期)一 大音1回 生
　　　　　　　　　　51人 中34人(67%)
・2009年度(前 期)一 大音3回 生
　　　　　　　　　　49人 中28人(57%)
と毎年6割 程度の学生が履修 している。自由選
択科 目においては比較的高い履修率だといえる
が,4割 の学生達は本来の自分の 「声」を知 ら
ぬまま,教 員とな り,「声」の トラブルに対処
できぬままになっていくのではないか。 と危惧
している。
　 この授業は現在,教 育学科音楽教育学専攻の
学生 に対する自由選択科 目であるが,履 修生の
うち実に8割 の学生が教育者を目指 しているこ
とがアンケー トから明 らかになった。教師のほ
かには,接 客業や企業就職などがあった。教師
以外 の職種でも,「声」は重要だが,教 師は特
に重要であることは,耳 鼻科医であるヘルマ
ン ・ギュンターの声域に関するデーターで明ら
かである。
　 3歳 児か ら5歳 児の声域は男女 とも 「b」も
しくは 「h」か ら 「h1」から 「c2」と,ほ とん
ど変わらない。6歳 児男 は,「a」 か ら 「e2」,
女 は 「h」か ら 「f2」と上下 ともに声域が少 し
広が り,7歳 か ら14歳の問に子 どもたちの声域
はソプラノ(「a」一 「92」),メゾ(「9」一 「e2」),
アル ト(「f」一 「c2」),テノール(「f」一 「g2」,
バ リトン(「c」一 「el」),バス(「G」 一 「c1」)
と分かれてい く為,7歳 か ら14歳の声に対する
指導は最 も大切であると述べている。中でも,
12歳か ら16歳の男子に見 られる 「変声期」にお
いては9歳 からその傾向は始 まってお り,教 諭
らは特に留意する必要がある[)と述べている。
　 これらのデーターをみると,園 児や児童が歌
唱す る 「こどもの うた」の曲集や 「音楽の教
科書」にある楽曲の音域 と声域が合っていない
かが よくわかる。 これか ら教師,と りわけ音楽
教師を目指す ものは園児や児童の声域 と歌いた
い楽曲の音域が合っているかどうか見極め,声
に負担のかか らぬような歌唱指導をしなければ
ならない。
　 また,歌 唱指導のみならず,教 師が声の知識
を持って指導に当たることにより,小 児や児童
の 「腹れ声」'L)を防 ぐこともで きる。
　耳鼻科医の石井末之助は嗅れ声について,次
のようなデーターを表1の ように残 しているiii》。
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年齢
程度
年中
年長
1年 生
2年 生
3年 生
4年 生
5年 生
6年 生
0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
男　0
女　0
+1
???
? ? ??
? ??
?? ??
? ?????
???
? ??
? ??? ?
+2
???
??? ? ?
? ??
? ???
???
???
??
??
+3
??
? ??
?? ?
??
???
???
???
??
※程 度0… 嗅声 ではない　程 度十1… 軽い曖 声
程 度十2… 音楽教 師な ど専門的知識があ る者 であれば聞 き取
れるほ どの嗅声　程度 十3… 誰が聞いて も病 気か と思 うよう
な順声
なり,と て も美 しい発音 とは言い難い発声で言
葉を発 していないだろうか。
　本稿では音楽の教師を目指す者に限らず,す
べての人に 「声」の教育は必要不可欠であ り,
今後 ますます発展 していくであろうマスメデ ィ
アの影響力を考えなが ら,い かに自分の本来の
声を取 り戻 し,コ ミュニケーション能力を高め
ていくかを考え,ヴ ォイス トレーニングをカリ
キュラムの中で効果的に行うかを探ることが大
きな課題である。
2.授 業の目標 と内容
目標
　我々の一体 どの くらいの人が 自分 の本当の
「声」を知って,操 っているだろうか。
　会話 とい う時間と空間を共有することか ら生
まれる信頼感は,現 在,コ ミュニケーションの
主流にな りつつある,携 帯電話のメールや,電
子メールか らは得 られないものである。とい う
ことを前提に,ヴ ォイス トレーニ ングを行う目
標に次の3つ を挙げた。
　① 自分の 「声」を正確に知る。
(表1)
② ヴ ォイス トレーニ ング体験か ら自分の
　「声」の可能性に気づ く。
③ 身につ けた事柄 を自然 にコミュニケー
　 ションに生かし表現することが出来る。
　表1の データーからは,嗅 声ではない,程 度
0と い う評価の子 どもが皆無 ということがわか
る。
　 これ らの結果は,教 師を目指すものは特に重
く受け止めていかねばならないと考える。
　嗅声は子 どものころか らそのままにしてお く
と,将 来大 きな問題を残 しかねない。 また,一
度嗅れ声の癖がついて しまうとその子 ども本来
の声に戻すのに大変な時間を要するのである。
低年齢の子 どもにどのような声 をかけて歌わせ
ているか考えてほしい。例えば,「 大きな声で,
元気よく歌いましょう」などと声 をかけ,音 程
のない叫び声で歌わせてはないだろうか。また,
歌以外の授業中に教師が子 どもたちのざわめき
をその ままに,よ り大 きな声で話そ うと必死に
授業内容
【第1回 】
自分の声を知る
　第1回 ではなぜ ヴォイス トレーニングが必要
なのかを考えるために,自 分が実際 どのような
職業を希望 しているのか,現 在どのような 「声」
の問題を持っているかを考え,よ りはっきりと
認識するために,資 料1の 記入を行った。(巻
末資料1)
〈ボディーマ ッピングを描 く〉
　ボディーマッピングとは,生 物学的に自分の
体を描 くことではなく,意 識している体の部分
に加 え,普 段は無意識に使っている体の部分や
筋肉,呼 気の流れを自由に描 くものである。本
時では,ま ず母音の 「あ」 を長 く発音する身体
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の状態を描 くために,次 のようなエクササイズ
を椅子に座った状態 とまっす ぐ立った状態の2
種類で行った。
　① 母音 「あ」を息が続 く限 り伸ばす。
　② 母音 「あ」を伸ば しながら顔を左右上下
　　にゆっ くりと動かす。
　③ 一番声 を出しやすい顔 を向 きを探 り,各
　　自その姿勢を決定する。
　上記のエクササイズを行 うにあた り,以 下の
ような点 を留意するように示唆 した。
　① 実際の息の流れ
　② 自分のイメージの息の流れ
　③ 横隔膜の動 き
　④　横隔膜以外の体の動 き
写真1は 学生が最初に描いたボディーマ ッピン
グである。
(写真1)
【第2回 】
姿勢について
　第2回 では,前 回描いたボデ ィーマッピング
をもとに,ど のような姿勢が自分にとって健康
な声を出すことが出来るかな どを資料2を 使用
して探った。(巻 末資料2)
〈まっす ぐ立つ〉
　声を出すにあたって大変重要 となってくる姿
勢を見つけるために次のようなエクササイズを
行った。
　① まっす ぐ立つ
　② 上半身を前にだらりと垂 らす(上 下に数
　　回ゆらす)
　③ ゆっくりと上半身を起 こす(た だし首は
　　最後)
　④ 両腕が腕の重みで体に巻きつ くように左
　　右 に揺 らす
　⑤ 足の裏をほ ぐす
　⑥ 両肩をほぐす
　　一両腕を後ろにまわし,右 腕の手首を左手
　　で握 り,で きる限り上へ挙げ,15秒 ほど静
　　止する。同時に頭 も前へ垂 らす。腕 を下ろ
　　 し10秒 ほど休 む→両腕同じように幾度か繰
　　 り返す。
　⑦ 深い呼吸をする
　　一息を吸う
　　 (下腹から吸う→おなかから胸を通 り,の ど,
　　頭へ通 り抜 けるように)
　　一息 を吐 く
　　 (息を吐きなが ら背骨を感 じる→両腕 をゆっ
　　 くりと下ろす)
　⑧ もう一度まっすぐ立つ
　　 (最初 に立 った姿勢 との違いを明確に意識
　　するように促 した)
　以上のようなエクササイズを次回か ら毎回行
うことを告げ,声 を出す際には常に意識するよ
う強調 した。
〈声 を出す〉
　前述の姿勢を踏まえ,健 康な声 を手に入れる
ために自分にとって　 3E声を出しやすい場所 を
探った。声を探るにあたり,時 間の許す限り何
度 も試みるように促 した。
　① 母音の 「あ」を長 く伸ばす
　　 (声の高さは自由)
　② 母音の 「あ」声の高さは 「fl」を長 く伸
　　 ばす
　③ 上を向き②の音を長 く伸ばす
　④ ③の状態か ら顔を左右,上 下に動かし,
　　 一・番スムーズに声が出る場所を探 る
一 　124　一
発 達 教 育 学 部 紀 要
【第3回 】
自分を知 るエクササイズ
　第3回 では,「 笑い」 と 「泣 き」の身体の動
きを観察 して,身 体の動 きをより自然 に知るた
めに2人 組で向き合い,次 のような課題 を出し
それぞれの課題について,表 情と息使いを探っ
た。
　課題
① 授業中に友人と目が合った時
② 友人に思いがけずあった時
　③　大笑い している時
④ 嫌なことを言われてむっとした時
　⑤　理不尽なことを言われた時
⑥　うれし泣 き
⑦ 悲 しい泣 き
〈ボディーマ ッピング作成〉(第2回 目)
　写真2は 第3回 までの授業を受けて描いたも
のである。
に2人 で向き合い同 じようにため息をつ き,相
手のアンダ0バ ス トを観察した。
　観察する際の留意点 として次の3点 を挙げた。
　① 身体の中心で呼吸 をする
　② 感情=呼 吸であるから,横 隔膜の動 きを
　　細か く観察する
　③ 横隔膜は吸うと下が り,吐 くと上がるた
　　め息で横隔膜の存在 を意識する。
　　　できたところで,次 のようなエクササイ
　　ズを行った。
〈1.ロ ング トー ン〉
　テキス トv)p.165エ クササイズ2を ボ0ル を
使用せずに3種 類の方法で行った。
　① 　2分 音符
　② 全音符
　③ 息が続 く限 り長 く
<2.ハ ミング〉
　次に,歌 唱 しようと思わないために,音 の指
定はせずに,自 分の自然な感覚で,テ キス トv艮)
p.174譜 例12を ハ ミングで行った。
　この際の留意点として,次 の2点 を挙げた。
　① 必ず鼻の上に指を軽 く当て,振 動を感 じ
　　ていること
　② もう片方の手は腰に当て,音 が跳躍する
　　際に,横 隔膜がどのような動 きをするか観
　　察すること
(写真2)
【第4剛
腹式呼吸を意識する
　腹式呼吸の中心 となる横隔膜の位置 と動きを
意識するために,ま ず,各 自,悲 しいため息,
楽 しいため息,疲 れたため息,空 気を味わうた
め息な ど,必 ずため息に感情をつけて,た め息
をつき,ア ンダーバス トの位置 を観察 した。次
【第5回 】
発声練習
　テキス トv")pp.167-168で 母音 を発音する際
にたいへ ん重要な舌の位置 を再確認 して,イ タ
リア歌 曲(1)中声用 『Caro　mio　ben』Arietta(い
としい女 よ)Vlll)をより的確に歌唱できるような
発声練習を行った。
　この楽曲はレガー トに歌唱する箇所が多いた
め,第4回 で行ったエクササイズを再確認し,
3名 で一組を作 り,真 ん中に立った者がハンカ
チを左右 に立っている人の手から膝を使用し滑
らかに移動させるエクササイズを行った。
　この際の留意点として次の3点 を挙げた。
① 常に呼吸を意識する。
② 横隔膜の上下運動を意識する。
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③ 横隔膜をおおげさに使用する。
【第6回 】
曲を用いた歌唱
　 第6回 では,第5回 で用 いたイタリア歌 曲
『Caro　mio　ben』 を使用 して,呼 吸 をさらに詳
しく,ま た,呼 吸の中心を知 るために歌唱 と伴
奏のフレージングを学ぶ と共 に歌唱 を行った。
〈伴奏の呼吸 と歌唱の呼吸〉
・呼吸のみの活動
　① 両手のひらを下に向け胸の位置に構え歌
　　唱の呼吸に合わせなが ら上下に動かす。
　② 両手を①のように構え,同 じように伴奏
　　の呼吸に合わせなが ら上下に動かす。
　 ・母音 をつけた活動
　③ ① と同じように歌唱の呼吸に母音の 「あ」
　　をのせて上下に動かす。
　④ ② と同じように伴奏の呼吸に母音の 「お」
　　をのせて上下に動かす。
・演奏時の呼吸活動
　⑤　2人 で向き合い,歌 唱をするものは上,
　　伴奏 をするものは下 と手のひらを合わせ,
　　前奏→歌唱→間奏→歌唱→後奏の呼吸を互
　　いの手のひらを使用 し,上 下に動かす。
【第7回 】
文章を読む
　文章 を読む呼吸を学ぶべ く次の3話 と詩を使
用 した。合わせて筆者の作成した母音練習資料
も使用 し,発 音練習を行った。(巻 末資料3)
日本の昔話より
・ 『知ったかぶ り』
・ 『やせ我慢』
・ 『慾ふか』
・谷川俊太郎　詩集 『二十億光年の孤独』かな
　 しみ
　 日本の昔話は,文 字をしっか りと見て発音す
るということを大切にしてほしいため,こ れま
であまり読み慣れていないような文章を選んだ。
また,詩 には,詩 の行間を感 じられるようなも
のを選んだ。 ということを最初に説明を行い,
次のような要領で授業を進めた。
① 各自黙読する
② 読点ごとのリレー読み
③ 各自読みに くい発音を探す
④ 数人が声に出して1話 ずつ読み,そ の他
　の学生は,間 の取 り方の違いに気をつけな
　がら聴 く
⑤ 最後に問をとる箇所には○を,強 調して
　読む箇所には▲を,急 いで読む箇所 には→
　 を書 くなど,各 自記号 を決め,記 入する
【第8回 】
横隔膜 と呼吸
　第8回 では,第3回 目のボデ ィーマッピング
を描 くために,第4回 に観察した,腹 式呼吸の
際のアンダーバス トの動 きを再確認 して,な ぜ
そのような動 きになるのかを詳 しく探った。探
る方法として,ス トローを使用 した呼吸を提案
した。
　ス トロー呼吸は次のように行 う。
　① 肺に残っている息 をできる限り吐 く
　② ス トローをくわえ細い息で吸えるだけ吸う
　③ ス トローを外 して口か ら息を吐 く
といった要領で3分 ほど繰 り返 し行った。
　ス トロー呼吸で身に付けたことを取 り入れ,
第三回 目のボディーマッピング作成に入 った。
写真3は 学生が描いたものである。
(写真3)
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【第9回 】
セリフを読むために
　様々なセリフの的確な発音ができるように自
分な りの身体の使い方などを探った。
　① 早口言葉
　　 ・す もも　 も　 もも　 も　 もう熟れたから
　　　　　　　　　　　　　　　 もう売ろう
　　 ・花子は職場の華なの
　　　　　　　　　　 何の華なの菜の花なの
　　 ・とちったとちったとんだ ドジだと
　　　　　　　 多田のとっちゃんただ地団駄
② 各 自の練習
　　　自分が演 じる役のみ練習するのではなく,
　　様々な発音ができるようになるために,す
　　べての役 を練習することにした。
③ 配役
　　　3人 一組を作 り,各 グループごとに配役
　　を決定した。
④ 練習
　　練習は,約20分 行 った。
⑤ 読み合わせ
・大人の犬　　　 　　・子 どもの犬
・大人の象　　　　 　・子 どもの象
・大人の鳥　　　　　 ・子 どもの鳥
・大人の人　　　　　 ・子 ども
の12種 類の笑い について想像 し,身 体全体を
使って声を出して,笑 う際の身体の使 い方につ
いて探った。
【第12回 】・【第13回 】
グループ発表 と講評
　第9回 に使用 した歌劇 「コシ ・フ ァン ・トゥッ
テ」 のセ リフに動 きをつけて各 グルー プご とに
発表 を行 った。
【第14回 】
ボデ ィーマ ッピングの作成
　 これまで学 んで きたことを再確認 して,ボ
ディ0マ ッピングの最終作成を行った。写真4
【第10回 】
台詞 ・音 ・リズムの呼吸
　様々な呼吸 を意識 して使うために,普 段,無
意識に行 っている呼吸について探 った。歌劇
「コシ ・ファン ・トゥッテ」の一場面のセ リフ
を使い,嬉 しい,幸 せ,不 安,落 胆,悲 しい,
などの呼吸 とため息について探った。探る際の
留意点 として,次 の2点 を挙 げた。
　① セリフの句読点以外の感情の間をしっか
　　 りと考える
　② セリフの句読点,お よび間と楽譜の休符
　　を関連づけて考える
【第11回 】
身体 の動 きと呼吸
　第9回 と10回 の まとめ,自 然 な身体 の使 い方
を学ぶ ため,「Lach　 Yoga」'x)を 試 み た。
・大人 のライ オ ン　 　 ・子 どもの ライオ ン
・大人 のサル　 　 　 　 ・子 どものサ ル
　　　　　　　　 (写真4)
は学生が描いたものである。
【第15回 】
総評 とまとめ
　これまで作成 して きたボディーマッピングに
ついてそれぞれに感想を述べ,今 後の使用法や
現在の自分の問題点について自由討議 を行った。
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3.考 察
　前章では,ヴ ォイス トレーニングの授業で,
学生が実践 した授業内容を中心に述べた。本章
では,学 生が作成 したボディーマ ッピングの変
化や,授 業中の討議を基にして,授 業の実践効
果を考察したい。
　今回はボディーマ ッピングの描 きかた として,
呼吸(息 の流れ)を 中心に描いた。呼吸の流れ
を学び,明 らかにすることで,感 情表現が より
スムーズになり,コ ントロール しやす くなる。
結果,人 前に出て少々緊張 して も,自 分の考え
を的確に述べることができるようになり,相 手
との コミュニケーション能力が上がる。
　 また,今 回載せたボディーマ ッピングを視て
も明 らかであるが,身 体の形はもちろんのこと,
それぞれの部位に対する説明も回を追うごとに
細やかにイメージしたことが記されている。
　 しか しなが ら,今 回実施 し,提 出されたボ
ディーマッピングを視た上で,第15回 の授業に
行った自由討議 を視聴 していると必ず しも描い
たものが直 ぐに,声 を出すことや歌唱に繋がっ
ていないことがわかってきた。 自由討議で一番
多かった意見 として,「横隔膜の動きをボディー
マ ッピングでは正確に描けていたにも関わらず,
歌唱を始めた途端,反 対の動 きをしてしまう。」
とい うことがあげ られる。また,次 に多かった
意見 として,「 高音 を歌 うイメージは出来てい
るが,な かなか高音が歌えない。」 とい うもの
であった。
　 また,口 や舌の細やかな動 きについて,し っ
か りと考えれば,イ メージ出来,実 行できるが,
それらを自然な動 きとして,な かなか歌唱につ
なが らない。 と言 う問題も多 くみ られた。例え
ば,歌 唱の際,舌 の脱力が重要であることが分
かっていて も,ど のように脱力 した らよいのか
が分からないといったような問題には,例 えば,
第2回 授業のエクササイズのように,顔 を上に
向けたまま声 を出そうとしたり,何 かを飲み込
もうとしたりすると大変不便である。というこ
とは,何 か飲み物を使 って飲み込 もうとすれば,
自然に出来ることであるが,た だ1回 の授業の
みでイメージは出来ても,身 体に定着させるこ
とは当然のことなが ら難しいことであった。
　このように普段何気なく行っている 「楽な姿
勢」 をボディーマ ッピングで意識 してイメージ
す ることにより,「あが り症がすこし改善で き
た」,「歌が歌いやす くなった」,「高い声が出る
ようになった」などと自由討議で述べている学
生もあったことか らは,あ る一定の効果が得 ら
れたと言えるが,授 業中に行ったエクササイズ
が自分の 自然 な,ま たは楽な行為 として身につ
くには常に意識 しておかねばならず,知 らず知
らずの うちにエクササイズで得た感覚を忘れて
しまえば,エ クササイズ以前の自分の癖に戻っ
てしまうのである。 このような悪循環に陥らな
いために,ボ ディーマッピングを描 き,自 分の
身体のイメージを強 く持ち続けることや,子 ど
もの頃か らの環境が大切 なのである。
4.ま とめと今後の課題
　今回,筆 者が行ったエクササイズなどは,決
して特別なものではない。人が自然に声を使用
して話をした り,歌 唱をしたりする際に無意識
に使っている部分を取 り上げ,意 識的に行える
ようにしたものである。
　書店に様 々なヴォイス トレーニングの本が並
べ られ,情 報収集するには何 ら困 らない。 しか
し,ど の方法が 自分に一番合っているのか,ま
た,ど の部分が 自分には足 りないのか,一 人ひ
とり問題点が違っているはずである。 もしも,
学校教育のどこかで 「声」についての知識 を学
んでいれば,声 に問題が起こった ときにどの情
報を手に入れればよいかがわかるであろう。そ
の一つでもヒントとなるものが本講義 に含 まれ
るように,可 能な限 り多様なエクササイズを含
めるように努めた。また,音 楽,と りわけ歌唱
に苦手意識を持っている学生にとって,さ らに
魅力あるカリキュラムを打ち立て,尚 且つ声を
出す ことや,歌 唱することへの苦手意識を取 り
除くような工夫をしていかねばならない。その
中で,声 を使ったコミュニケーションの重要性
の再認識ができるようなカリキュラムを探って
きた。しか しながら,1セ メスターという短い
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時間の中で,そ れぞれの深い問題にまで迫れな
か ったこと。歌唱 と会話の違いを深め られな
かったこと。など足 りなかった点として挙げな
ければならない。今後,さ らに研究を進め,多
様な問題に対応で きるような情報を取 り入れる
検討 をしたい。
〔註 〕
　 i)Gunther　 Habermann　 『Stimme　und　Sprache』
　　 Thieme　 4.Auflage　2003　pp.141-147
　ii)「 腹れ声」 とは,通 俗語のかすれ声、腹れ声,
　　 ガラガラ声,だ み声,息 漏れのある声,ド ラ
　　 声,ハ スキーヴォイス,鼻 声 などを総括 した
　　 ものである。
　iii)石井末之助 「声 のしくみ」音楽の友社　1982
　　 pp.158-164
　iv)ボ デ ィーマッピング(ボ ディーマ ップとも言
　　 う)は,私 たちが どの ような構造で,ど の よ
　　 うに機能し,ど のような大きさであるか感 じ,
　 描 くことである。
v)難 波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近 な表現方法一話すこ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　オブラ ・パ
　 ブリケーシ ョン平成19年 　p.165
vi)難 波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近 な表現方法一話すこ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　オブラ ・パ
　 ブリケーシ ョン平成19年 　p.174
vii)難波正明 ・小林公江 ・川口千代編 「表現の文
　 化 と教育」第6章 「身近な表現方法一話す こ
　 と ・歌 うこと一」ガハプカ奈美　 オブラ ・パ
　 ブリケー ション平成19年 　pp.167-168
viii)Arie　Antiche　Italiane　l(イ タリア歌曲集1)
　 中声用　畑中良輔編集　全音楽譜出版社　pp.
　 150-151
ix)「Lach　Yoga」 とは,ド イツ語で 「笑いのヨガ」
　 とい う意味で,笑 いなが ら身体の構造や,体
　 の動 きを学ぶ ものである。
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資料1
　 1.自 分の 「声」をどの ような場面で使用 しているか考 えてみよ う。
2.自 分の 「声」のイメージを書いてみ よう。
3.な ぜ ヴォイス トレーニングを履修す るのか、選んで書いてみよう。
①声を使 う職業にっきたい
②声で悩んでいる
③声 を使 うことに自信がない
④声がおかしい気がする
⑤良い声になりたい
⑥その他
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資料2
♪声の健康チェ ック
ロ十分な睡眠は とれているか。
□規則正 しい生活が出来ているか。
□毎食 、栄養のバランスを考えて食事を取っているか。
□精神的なス トレスがない。
□普段から体力づ くりに心がけているか。
□身体は柔 らかいか。
□毎 日、充実感 をもって生活できてい るか。
♪毎 日や ろう(モ デルになったつもりで)
① 椅子か らす くっと立ち上がる
② 両足を均等に踏み しめ、かか とをつける
③ 首を真直 ぐに し、 目線を前に向ける
④ 腰に重みをかけ、真直 ぐに立っ
⑤ 腰を押 されているような感覚で歩行を開始す る
Q.声 が出やすい時と出に くい ときを考えてみ よう。
どんなとき
その理由
備考
声が出やすい 声が出にくい
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資料3
発音 トレーニング
① これまでのことを踏まえ発音 トレーニング課題を発音 してみよう。
②テキス トにはどんな母音が隠れているか記しをつけてみよう。
魎 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　例
　　ア・あした、あさって、しあさって　　 (囚・h国t[墨 囚 ・回tt[旦Sh[is・ 回tt[≡])
　　イ:胃 が痛いが、意気投合
　　 ウ:歌 を歌っているように跳ねるウサギ
　　エ:偉 い絵描きが描いた絵に詠嘆
　　オ:お 菓子を落として怒 られた
}子音を含んだ発音1
　　カ:カ アカア鳴くカラス
　　キ:き っと君は微笑んで来てくれる
　　 ク:曇 ってくすんだ空港
　　ケ:今 朝起こした喧嘩は結構つ らい
　　 コ:今 度子どもと来 よう
サ:さ すがに今 日は寒い
シ:シ アターの四角いシー ト
ス:透 き通った素肌
セ:せ せらぎを背に リラックス
ソ:た いそ うな食欲でそばをそそる
タ:た まには楽しい旅行を したい
チ:地 下鉄の塵はきちんともって帰る
ツ:つ かの間の月を楽しむ
テ:テ ラスで天体観察をする
ト:遠 くで時計の音がする
ナ:何 が何でも成 し遂げる
二:庭 で兄さんと荷造 りをする
ヌ:ぬ くぬくとした布団
ネ:眠 れない夜に眠れるおまじない
ノ:の どかな野でのんび りとする
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ハ:華 やかな花火
ヒ:ひ らめき光る人の才能
フ:不 平不満の多い二人
へ:へ とへとでも平気 と返事をする人
ホ:本 物の蛍がいるって、本当?
マ:待 ちかねたが、まだ間に合 う
ミ:未 知なる未来を見つめよう
ム:無 邪気に遊ぶ娘たち
メ:名 園で名人が迷宮入 り
モ:猛 暑で頭が朦朧 とする
ヤ:約 束は破 られた
ユ:ゆ っくりとゆりかごが揺れている
ヨ:陽 気な妖精が酔っている
ラ:ラ ベ ンダーは雷鳴 にさらされ る
リ:理 想 は立派 な リー ダー
ル:留 守中にベル がなる
レ:レ ンガづ くりの連絡が くる
ロ:六 角の牢屋
ワ:別 れにわかめのお土産を忘れた
i少し変わった言菊
鼻濁音(ガ ギグゲゴ、ザジズゼゾ、ダヂヅデ ド、バビブベボ)
拗音(ヤ 、ユ、 ヨ)キ ャキュキ ョ
　　　　　　　　　 シャシュショ
　　　　　　　　　チ ャチ ュチ ョ
　　　　　　　　　ニ ヤニ ユニ ヨ
　　　　　　　　　 ヒャヒュヒョ
　　　　　　　　　 kヤ 、ユ1ヨ
　　　　　　　　　 リャリュリョ
ギャギュギ ョ
ギ ャギュギ ョ
ビヤビュ ビョ
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